
生物・物理分野における開発してみた教材

多摩市立聖ケ丘中学校

佐久間直也

【生物分野】

○ろ紙を使用した、水の通り道の観察
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・準備するもの

アスパラガス、ブロッコリー、ろ紙、カミソリ、水性染料インク、水

・操作

①アスパラガス（平行脈)、ブロッコリー（網状脈）の葉脈を観察する。

②それぞれを1cmの長さに切り、各班にそれぞれ2つずつ配布する。

③ろ紙の上に野菜を置き、横断面に赤い水を垂らす。

④時間が経過すると、赤インクがろ紙に染み出す。

⑤それぞれの野菜を観察する（一つは横断面、一つは縦断面)。

・その他

野菜によって、赤い水が浸透するのにかかる時間が異なる。アスパラガスは1分程度、ブロッコリーは5分

程度かかる。

事前に教員の準備が必要ない。生徒自身の作業で、水を通すことができる。短時間で準備から観察まで行う

ことができるため、複数の野菜を観察することができることに加え、 こちらの準備の手間もかからない。

断面に赤い水を垂らしているだけなので、自然現象とはかけ離れた吸水方法である。

吸水しやすい植物、 しにくい植物については、調べていない。



○マイ電流計・電圧計

・準備するもの

割りピン、穴あけパンチ、画用紙、 クリップ
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･操作

マイ電流計・電圧計の作成

①マイ電流計・電圧計の本体・針を画用紙に印刷したものをそれぞれ配布する。

②マイ電流計・電圧計の針をハサミで切り取る。

③マイ電流計・電圧計の本体・針それぞれ割りピンで止めるところに、穴あけパンチで穴を開ける。

④穴を開けたところに割りピンをさし、割りピンの脚を広げて固定する。

⑤マイナス端子、 う°ラス端子にクリップ留めする※。

※クリップは、マイナス端子・プラス端子を選ぶ際に使用する。

使用方法

①端子を指定して、指示された値に針を向ける。

電流計、 50mAの端子で25mA・

電圧計、 300Vの端子で200V・等

②指示された値に針を向ける。その際どの端子を使用するかも選ぶ。

電流計で250mA・

電圧計で230V。等

③グループやペア活動で、お互いに問題を出し合い、理解を深める。

④小テストを行い、 自身の理解の振り返りをする。
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その他

電流計や電圧計の読み方を苦手とする生徒が多い。電流計や電圧計の読み方を苦手とする生徒が多い。その原因として、実際に動く針を読む機会の少なさが

あると思われる。 さまざまな電流の値を計測させ、 さらに個別で行うことは難しいので、 このような教材を

開発してみた。

実際の動作とは反対の流れとなる。実際は、動いた針からその値を読み取る。 この教材は、指定された値

から針を動かす。

この教材で読み方を練習した後、電流計の数値の読み取りに戸惑う生徒はみられなかった。

実際の授業では作成・読み方の練習で1時間、その後、確認テストで0． 5時間使用した。

日常的に学校にあるもので作成することができるため、誰でも作成を行うことができる。


